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この写真の標本は愛石家によって梅花石とよばれ珍重されているも

のである.その名は説明するまでも粧く赤紫かかった黒っぽい地

肌の柱かに白く浮かびでた五輪の花を思わせる物体に由来している.

写真に見られる五輪の花弁というか星型の物体は円形のものと同じく

海百合化石の柄の部分である.柄はたくさんの節片からなっていて

バラバラになった節片カ凝灰質あるいほ石灰質の岩石の恋かに封じこめ

られたものがこの写真の岩石である.

海百合は蕨反動物に属し古生代に繁栄した海生動物で現在も細々と

生きながらえている.日本の古生層の石灰岩にも多数含まれるが分

類の基準になるがく都はほとんど産出せず肩本では研究が進められて

いない.この標本の度胸地は北九州市門司匿白野江･青浜で産出

層の地質時代は二畳紀である.

(標本室.写真正井義郎)
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